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(57)【要約】
　カーブしたマルチスライス表示５０を生成する方法は
、身体の少なくとも１つの構造の３Ｄボリュームを表す
超音波データから、マルチプラナ再構成（ＭＰＲ）ソー
スビューを選択するステップと、ソースビューから、カ
ーブした基準線４４上に基準ポイント４２を含む基準ビ
ュー４０を生成するステップであって、カーブした基準
線４４は、少なくとも１つの構造の曲がりに対応する、
ステップと、カーブした基準線に沿って超音波データか
ら複数の直交スライスビュー４６を生成するステップで
あって、複数の直交スライス４６は、その隣り合うもの
から間隔を隔てられており、カーブした基準線に沿って
配される、ステップと、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カーブしたマルチスライス表示を生成する方法であって、
　身体の少なくとも１つの構造の３次元ボリュームを表す超音波データから、マルチプラ
ナ再構成ソースビューを選択するステップと、
　前記ソースビューから、カーブした基準線上に基準ポイントを含む基準ビューを生成す
るステップであって、前記カーブした基準線が、前記少なくとも１つの構造の曲がりに対
応する、ステップと、
　前記カーブした基準線に沿って、前記超音波データから複数の直交スライスビューを生
成するステップであって、前記複数の直交スライスビューは、その隣り合うものから間隔
を隔てられており、前記カーブした基準線に沿って配される、ステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記カーブしたマルチスライス表示における前記直交スライスビューは、前記基準線に
直交し、基準面に直交する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記マルチプラナ再構成ソースビューが、カーブしたマルチスライス表示ビューを生成
するのに用いられる主要なビューを含み、前記方法が、表示スクリーン上に前記カーブし
たマルチスライス表示ビューを生成するステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記マルチスライス表示ビューは、画像ビューの行及び列のマトリックを含み、前記画
像ビューは、前記基準ビューと、前記カーブした基準線に沿って前記超音波データから生
成される前記複数の直交スライスビューと、を少なくとも含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記マルチスライス表示ビューは、所望のレイアウトフォーマットを含む、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記所望のレイアウトフォーマットは、２ｘ２、３ｘ３、４ｘ４及び５ｘ５レイアウト
構成を含むグループから選択されるものを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記表示スクリーン上のポップアップリストを介して前記所望のレイアウトフォーマッ
トを選択するステップを更に含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記基準ビューは、前記カーブしたマルチスライス表示ビューにおけるすべての直交ス
ライスビューのアノテーションを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記基準ビュー内の前記基準線上の基準ポイントを選択するステップを更に含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　（ｉ）前記基準ビュー内の前記カーブした基準線の曲がりを変更するステップ、
　（ｉｉ）前記基準ビュー内の前記カーブした基準線を移動させるステップ、
　（ｉｉｉ）前記基準ビュー内の前記カーブした基準線を回転させるステップ、及び
　（ｉｖ）所与の超音波診断イメージングアプリケーションの要求に従って、そのユーザ
選択を可能にする態様で、前記変更するステップ、前記移動させるステップ及び前記回転
させるステップのうち１又は複数を実現するステップ、
を含むグループから選択される１又は複数のステップを更に含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記複数の直交スライスビューの隣り合うものの間の間隔を選択し、更に、前記スライ
スビュー間の前記間隔を、第１の間隔から前記第１の間隔と異なる第２の間隔に変えるた
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めに用いられる、間隔スライダフィーチャを提供するステップを更に含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記間隔スライダフィーチャを提供するステップは、ハードウェア又はソフトウェアの
一方で前記間隔スライダフィーチャを実現することを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記隣り合う直交スライスビュー間の前記間隔の制御は、１ｍｍのオーダーのデフォル
ト値を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　中心直交スライスビューの深さを、第１の深さから前記第１の深さと異なる第２の深さ
に変更するステップであって、前記中心直交スライスビューは、前記カーブした基準線上
の前記基準ポイントを通って得られる直交スライスに対応する、ステップを更に含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記中心直交スライスの深さを選択するのに用いられる中心スライス深さスライダフィ
ーチャを提供するステップを更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記中心スライス深さスライダフィーチャを提供する前記ステップは、ハードウェア又
はソフトウェアの一方で前記中心スライス深さスライダフィーチャを実現することを含む
、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記中心直交スライスの前記深さの制御が、３Ｄボリュームの中央に対応するデフォル
ト値を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記マルチスライスビューの直交スライスビューを選択するステップと、
　前記直交スライスビューを選択することに応じて、
　　前記ソースマルチプラナ再構成ビューを、前記選択された直交スライスビューに移す
ステップと、
　　前記選択された直交スライスビューの関数として、新しい基準ビューを生成するステ
ップと、
　　前記新しい基準ビューの関数として、新しい複数の直交スライスビューを生成するス
テップと、
　　前記新しい複数の直交スライスビューの関数として、新しいカーブしたマルチスライ
ス表示ビューを生成するステップと、
を更に含む、請求項３に記載の方法。
【請求項１９】
　前記マルチプラナ再構成ソースビューの向きに対する任意の変更に応じて、前記カーブ
したマルチスライス表示ビューにおいて、対応する変更を反映させるステップを更に含む
、請求項３に記載の方法。
【請求項２０】
　前記マルチスライス表示ビューの直交スライスビューの選択、及び前記マルチスライス
表示ビューの前記直交スライスビューの向きに対する任意の変更に応じて、前記マルチス
ライス表示ビューの他の直交スライスビューに、対応する変更を反映させるステップを更
に含む、請求項３に記載の方法。
【請求項２１】
　前記選択された直交スライスビューに含まれるクロスヘアを中心に旋回し、回転し、パ
ンし、映写することを含むグループから選択される動作に応じて、同様の動作によって前
記マルチスライスビューの他の直交スライスビューに、対応する変更を反映させるステッ
プを更に含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
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　前記直交スライスビューは、前記基準線に沿って一連の長手方向スライスを含み、中心
ポイント長手方向スライスが、前記一連の長手方向スライスの最初のスライスと最後のス
ライスとの間の中心基準ポイントのところにある、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記長手方向スライスの隣り合うものの間の間隔が、ユーザ選択可能な間隔を含む、請
求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記基準ビュー内のカーブしたオブジェクトを自動的に検出するステップと、
　前記カーブしたオブジェクトを検出することに応じて、前記検出されたカーブしたオブ
ジェクトに対応する前記カーブした基準線に沿って、前記カーブしたオブジェクトの複数
の直交スライスビューを生成するステップと、
を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　ディスプレイと、
　前記ディスプレイに結合され、スクリーンビューをレンダリングするために前記ディス
プレイにデータを供給するコンピュータ／制御ユニットと、
　前記コンピュータ／制御ユニットに結合され、前記コンピュータ／制御ユニットに入力
を供給する手段と、を有し、
　前記コンピュータ／制御ユニットは、前記入力に応じて、請求項１に記載の方法を実施
するための命令によってプログラムされる、装置。
【請求項２６】
　カーブしたマルチスライス表示を生成する方法を実施するためのコンピュータによって
実行可能な命令の組を有するプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な媒体であ
って、前記方法は、
　身体の少なくとも１つの構造の３次元ボリュームを表す超音波データから、マルチプラ
ナ再構成ソースビューを選択するステップと、
　前記ソースビューから、カーブした基準線上に基準ポイントを含む基準ビューを生成す
るステップであって、前記カーブした基準線は、前記少なくとも１つの構造の曲がりに対
応する、ステップと、
　前記カーブした基準線に沿って、前記超音波データから複数の直交スライスビューを生
成するステップであって、前記複数の直交スライスは、その隣り合うものから間隔を隔て
られており、前記カーブした基準線に沿って配される、ステップと、
を含む、コンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２７】
　前記方法が、
　（ｉ）前記基準ビュー内の前記カーブした基準線の曲がりを変更するステップ、
　（ｉｉ）前記基準ビュー内の前記カーブした基準線を移動させるステップ、
　（ｉｉｉ）前記基準ビュー内の前記カーブした基準線を回転させるステップ、及び
　（ｉｖ）所与の超音波診断イメージングアプリケーションの要求に従って、そのユーザ
選択を可能にする態様で、前記変更するステップ、前記移動させるステップ及び前記回転
させるステップのうち１又は複数を実現するステップ、
を含むグループから選択される１又は複数のステップを更に含む、請求項２６に記載のコ
ンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項２８】
　前記方法が、前記複数の直交スライスビューの隣り合うものの間の間隔を選択し、更に
、前記スライスビュー間の前記間隔を、第１の間隔から前記第１の間隔と異なる第２の間
隔に変更するのに用いられる、間隔スライダフィーチャを提供するステップを更に含み、
　前記間隔スライダフィーチャを提供する前記ステップは、ハードウェア又はソフトウェ
アの一方で前記間隔スライダフィーチャを実現することを含む、請求項２６に記載のコン
ピュータ読み取り可能な媒体。
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【請求項２９】
　前記方法が、
　中心直交スライスビューの深さを、第１の深さから前記第１の深さと異なる第２の深さ
に変更するステップであって、前記中心直交スライスビューが、前記カーブした基準線上
の前記基準ポイントを通って得られる直交スライスに対応する、ステップと、
　前記中心直交スライスの深さを選択するのに用いられる中心スライス深さスライダフィ
ーチャを提供するステップと、
を更に含み、前記中心スライス深さスライダフィーチャを提供する前記ステップは、ハー
ドウェア又はソフトウェアの一方で前記中心スライス深さスライダフィーチャを実現する
ことを含む、請求項２６に記載のコンピュータ読み取り可能な媒体。
【請求項３０】
　前記マルチプラナ再構成ソースビューは、カーブしたマルチスライス表示ビューを生成
するのに用いられる主要なビューを含み、前記方法は、表示スクリーン上に前記カーブし
たマルチスライス表示ビューを生成することを更に含む、請求項２６に記載のコンピュー
タ読み取り可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、医用超音波システムに関し、より具体的には、カーブしたマルチス
ライス表示の方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、医用超音波システムは、さまざまな診断アプリケーションのために、例えば脊
椎披裂を検出するために、使用されることができる。健康な脊椎は、脊髄を保護するため
に閉じられている。赤ちゃんが母体内で成長しているとき、脊椎及び脊髄が発達している
。しかしながら、脊髄及び脊椎の一部が、異常な成長を呈し、脊髄が保護されないままの
開いた状態のままであることがある。これが生じると、赤ちゃんは、「分割した又は開い
た脊椎」を意味する脊椎披裂を伴って生まれる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　現在の最先端の技術において、脊椎披裂の検出は、赤ちゃんの脊柱の詳細なスキャンを
必要とする。更に、脊椎披裂の検出は、ユーザスキルに依存する。例えば、赤ちゃんの脊
椎の３Ｄボリュームが、取得されることができるが、３Ｄボリュームの取得を実施する技
師は、脊椎披裂を検出する能力がある経験豊かな技師／医師ではないことがある。
【０００４】
　従って、従来技術における問題を解決するための改善された方法及びシステムが、望ま
れる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本願発明によれば、カーブしたマルチスライス表示を生成する方法であって、身体の少
なくとも１つの構造の３次元ボリュームを表す超音波データから、マルチプラナ再構成ソ
ースビューを選択するステップと、前記ソースビューから、カーブした基準線上に基準ポ
イントを含む基準ビューを生成するステップであって、前記カーブした基準線が、前記少
なくとも１つの構造の曲がりに対応する、ステップと、前記カーブした基準線に沿って、
前記超音波データから複数の直交スライスビューを生成するステップであって、前記複数
の直交スライスビューは、その隣り合うものから間隔を隔てられており、前記カーブした
基準線に沿って配される、ステップと、を含む方法が提供される。
【０００６】
　本願発明によれば、ディスプレイと、前記ディスプレイに結合され、スクリーンビュー
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をレンダリングするために前記ディスプレイにデータを供給するコンピュータ／制御ユニ
ットと、前記コンピュータ／制御ユニットに結合され、前記コンピュータ／制御ユニット
に入力を供給する手段と、を有し、　前記コンピュータ／制御ユニットは、前記入力に応
じて、請求項１に記載の方法を実施するための命令によってプログラムされる、装置が提
供される。
【０００７】
　本願発明によれば、カーブしたマルチスライス表示を生成する方法を実施するためのコ
ンピュータによって実行可能な命令の組を有するプログラムを記録したコンピュータ読み
取り可能な媒体であって、前記方法は、身体の少なくとも１つの構造の３次元ボリューム
を表す超音波データから、マルチプラナ再構成ソースビューを選択するステップと、前記
ソースビューから、カーブした基準線上に基準ポイントを含む基準ビューを生成するステ
ップであって、前記カーブした基準線は、前記少なくとも１つの構造の曲がりに対応する
、ステップと、前記カーブした基準線に沿って、前記超音波データから複数の直交スライ
スビューを生成するステップであって、前記複数の直交スライスは、その隣り合うものか
ら間隔を隔てられており、前記カーブした基準線に沿って配される、ステップと、を含む
、コンピュータ読み取り可能な媒体が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図面において、同様の参照数字は、同様の構成要素を示す。更に、図面は、一定の縮尺
で描かれていないことがあることに注意すべきである。
【０００９】
　本開示の実施例は、曲線に基づいて、３Ｄ超音波ボリュームデータからマルチスライス
表示を生成することを含む。曲線に基づく３Ｄ超音波ボリュームデータからのマルチスラ
イス表示は、その長手方向ビューに沿って、任意のカーブしたオブジェクトの複数スライ
スを迅速にレビューする能力を提供する。本実施例のマルチスライスビューについての１
つの対象アプリケーションは、例えば脊椎披裂の検出を含む。
【００１０】
　本開示の実施例によれば、カーブしたマルチスライス表示は、医師及び／又は訓練され
た技師が、例えば胎児の脊椎の３Ｄ超音波ボリュームを取得し、脊椎に沿って複数の長手
方向スライスを表示することを可能にする。カーブしたマルチスライス表示の生成は、（
ｉ）医師又は訓練された技師によって一日の終わりに、又は（ｉｉ）スキャンのとき、行
われることができ、のちのレビューのためにすべての長手方向スライスが保存される。
【００１１】
　図１は、本開示の実施例によるカーブしたマルチスライス表示を生成する方法を実現す
るシステムのブロック図である。本開示の実施例による方法は更に、臨床的なワークステ
ーション又は臨床的なタスクを実現する他のシステムによって、実現されることができ、
コンピュータプログラム製品の形で実現されることもできる。従って、図１は、本開示の
一実施例によるカーブしたマルチスライス表示をフィーチャする装置１０の部分的なブロ
ック図である。装置１０は、コンピュータ／制御ユニット１２及びディスプレイ１４を有
し、ディスプレイ１４は、適切な接続１６を介して、コンピュータ／制御ユニット１２に
結合される。装置１０は、入出力装置１８及びポインティングデバイス２０を更に有し、
入出力装置１８及びポインティングデバイス２０は、適切な接続２２及び２４を介して、
コンピュータ／制御ユニット１２に結合される。適切な接続は、いかなる適切な１又は複
数の信号ライン（ワイヤ、ワイヤレス、光学、その他）をも含むことができる。
【００１２】
　更に、コンピュータ／制御ユニット１２は、さまざまな実施例に従って、カーブしたマ
ルチスライス表示を生成する方法に関してここに述べられるさまざまな機能を実施するた
めに構成されることができるいかなる適切なコンピュータ及び／又は制御ユニットをも含
む。更に、ここに述べられる本開示の実施例による方法を実施するためのコンピュータ／
制御ユニット１２のプログラミングは、適切なプログラミング技法の使用によって達成さ
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れることができる。更に、コンピュータ／制御ユニット１２は、入出力装置１８（例えば
キーボード、オーディオ／音声入力装置又は同様の装置）、ポインティングデバイス２０
（例えばマウス、タッチスクリーン又は同様の装置）及び表示装置１４とインタフェース
し、コンピュータ／制御ユニットは、視覚表示のためにディスプレイに撮像データ信号を
供給する。
【００１３】
　コンピュータ／制御ユニット１２は、参照数字２８によって概して示される適切な信号
カップリングを介して、１又は複数の大容量記憶装置又は媒体２６に／から、及び／又は
参照数字３２によって概して示される適切な信号カップリングを介して、コンピュータネ
ットワーク３０その他（すなわち遠隔データ取得、記憶装置、解析及び／又は表示のため
に）に／から、データを送り／受け取ることができる。コンピュータ／制御ユニット１２
は更に、信号ライン３４を介して、１又は複数の装置及び／又はシステム（図示せず）に
データを送信することに加えて、１又は複数の取得装置及び／又はシステム（図示せず）
からデータを受け取ることができる。更に、システム１０は、装置１０の使用を伴う特定
のプロシージャの間、必要に応じて、適切な使用のために信号ライン３８を介してコンピ
ュータ／制御ユニット１２に結合されるプリンタ装置３６を有することができる。信号ラ
イン３４及び３８は、任意の適切な１又は複数の信号ライン（ワイヤ、ワイヤレス、光学
、その他）を含むことができる。
【００１４】
　本開示の実施例によれば、脊椎披裂を診断するために必要な時間が、従来の方法よりも
大幅に短縮されることができる。更に、本開示の実施例は、より少ない経験の技師によっ
て取得され、より経験豊かな技師／医師によってのちに解析される赤ちゃんの脊椎の３Ｄ
ボリュームを提供する。
【００１５】
　図２は、本開示の一実施例による、カーブしたマルチスライス表示の基準ビュー４０を
示す簡略化された図である。基準ビュー４０は、カーブした基準線４４上に基準ポイント
４２を含む。基準線４４に沿った直交スライスの位置が、参照数字４６によって示されて
いる。更に、基準ビューは、基準面を含む。
【００１６】
　図３は、本開示の一実施例による、カーブしたマルチスライス表示のマルチスライスビ
ュー５０を示す簡略化された図である。マルチスライスビュー５０は、少なくとも基準ビ
ュー４０を含むビューの行５２及び列５４のマトリックスを含む。行５２及び列５４のマ
トリックス内に含まれる他のビューは、図６－図９を参照して以下に説明される。更に、
マトリックスのサイズ（行の数；列の数）は、所望の診断アプリケーションの要求に従っ
て、選択されることができる。図示されるカーブしたマルチスライスビューは、規則的な
マルチスライスビューのようにみえるが、カーブしたマルチスライスビューは、以下に詳
しく述べられるように、スライスがどのように選択されるか及び／又は生成されるかによ
って異なる。例えば、カーブしたマルチスライス表示におけるスライスは、基準線及び基
準面に直交する。更に、規則的なマルチスライスビューは、基準線が直線である場合の、
カーブしたマルチスライスビューの変形ケースである。
【００１７】
　マルチスライスビューにおいて、マルチスライス表示におけるソースマルチプラナ再構
成（ＭＰＲ）ビューを、ソースビューという。マルチスライスビューの中のすべてのスラ
イスのアノテーション（注釈）を示すＭＰＲビューを、基準ビューという。本開示の実施
例によるマルチスライス表示方法は、所与の超音波診断アプリケーションの要求に従って
、所望のレイアウトフォーマットを表示することを更に含む。例えば、レイアウトは、２
ｘ２、３ｘ３、４ｘ４、５ｘ５等のレイアウトを含むことができる。更に、フルスクリー
ンモードのマルチスライスビューの少なくとも１つのスライスは、基準ビューを含む。
【００１８】
　図４及び図５は、本開示の実施例によるカーブしたマルチスライス表示とともに使用さ
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れる、基準ビューに関連するユーザ選択可能なさまざまな設定を示す簡略化された図であ
る。図４に示される一実施例において、方法は、ＭＰＲビュー上にある基準ポイント６２
及び基準線６４を含むビュー６０を生成することを含む。方法は、適切な手段を介して、
基準線６４上で基準ポイント６２を選択することを更に含む。更に、方法は、適切な手段
を介して、基準線６４の曲がりを変更することを含む。例えば、基準線の曲がりは、図２
に示される曲がりから、図４の曲がりに変更されることができる。更に、方法は、適切な
手段を介して、基準線６４を移動させることを含む。更に、方法は、適切な手段を介して
、例えば図４に示される位置から図５の位置に、基準線６４を回転させることを含む。こ
こに述べられる方法のさまざまなフィーチャは、所与の超音波診断イメージングアプリケ
ーションの要求のために、必要に応じて、そのユーザ選択を可能にする態様で実現される
。
【００１９】
　図６は、本開示の実施例によって生成されたカーブしたマルチスライス表示７０を示す
図である。カーブしたマルチスライス表示７０は、ビュー１－１、１－２、１－３、１－
４、２－１、２－２、２－３、２－４、３－１、３－２、３－３及び３－４のマトリック
スを含む。表示７０において、ビュー１－４は、基準ビューを表し、これについては、図
７を参照して以下に詳しく述べる。ビュー１－１、１－２、１－３、２－１、２－２、２
－３、３－１、３－２及び３－３は、ビュー１－４の基準線に沿って得られる直交スライ
スを表す。ビュー２－４は、ビュー１－４の基準線に沿って、基準ポイントのところで得
られる直交ビューを表し、これについては、図８を参照して以下に詳しく述べる。更に、
ビュー３－４は、基準ビュー１－４から得られる別のビューを表し、これについては、図
９を参照して更に詳しく以下に述べる。
【００２０】
　図７、図８及び図９は、本開示の他の実施例による、フィーチャをより詳しく示すため
に拡大された、図６のカーブしたマルチスライス表示の一部を示す図である。図７のビュ
ー８０において、基準ビューを表す図６のビュー１－４が、拡大されて詳しく示されてい
る。基準線８４に沿った中心ポイント長手方向スライス８２が、ビュー８０内に含まれて
いる。間隔を隔てられた複数の長手方向スライスが、参照数字８６乃至８８によって示さ
れている。言い換えると、基準線８４に沿った一連の長手方向スライスは、スライス８６
から始まり、スライス８８で終わり、中心ポイント長手方向スライス８２は、それらの間
の中心基準ポイントにある。一実施例において、隣り合う長手方向スライスの間の間隔は
、ユーザ選択可能な間隔を含む。
【００２１】
　図８のビュー９０には、ビュー１－４の基準線に沿って基準ポイントのところで得られ
た直交スライスを表す図６のビュー２－４が、拡大されて詳しく示されている。ビュー９
０には、垂直線（又は軸）９２及び水平線（又は軸）９４が示されている。図９のビュー
１００には、基準ビュー１－４から得られる図６のビュー３－４が、拡大されて詳しく示
されている。ビュー１００には、垂直線（又は軸）１０２及び水平線（又は軸）１０４が
示されている。任意のＭＰＲ平面ビューにおける垂直及び水平線は、他の２つのＭＰＲ平
面ビューが交差するところを示すために与えられる。これらの２つのライン（又は軸）は
、常に垂直及び水平である必要はなく、又は互いに垂直である必要もない。他の実施例に
おいて、これらの２つの線（又は軸）は、所与のＭＰＲ平面及び互いに関して、任意の向
きでありうる。
【００２２】
　以下の説明は、本開示の実施例による方法における、マルチスライスビューセットアッ
プ、ナビゲーション及びアノテーションを述べる。
【００２３】
　マルチスライスビューセットアップ
  マルチスライスビューセットアップのために、方法は、適切な手段を介して、マルチス
ライスビューのためのソースビューを選択することを含む。ソースビューの選択は、例え
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ば、更に入力装置又は３Ｄ制御パネル上の制御によって、ソースビューを選択するための
ユーザ選択可能なソースビュー選択ツールを使用することを含みうる。ソースビュー選択
制御は、例えば値「１」、「２」、「３」等を有するポップアップリストを含むことがで
きる。一実施例において、ソースビュー選択ツールのデフォルト値は、値「１」を含む。
【００２４】
　方法は更に、適切な手段を介して、複数の表示レイアウトのうち任意のもので、マルチ
スライスビューを構成することを含む。表示レイアウトを構成することは、例えば、更に
３Ｄパネルポップアップ制御によって、表示レイアウトを制御するためのユーザ選択可能
な表示レイアウトツールを使用することを含みうる。表示ビューレイアウト構成制御は、
例えば、「５ｘ５」、「４ｘ４」、「３ｘ３」、「２ｘ２」等を含むことができ、又は所
与の診断アプリケーションに適当な他のオプションを含むことができる。
【００２５】
　方法は更に、直交スライス間の間隔を選択し、スライス間の間隔を変更するための適切
な手段を有する。加えて、間隔の選択及び変更は、ユーザ選択可能なパラメータを含むこ
とができる。一実施例において、方法は、ハードウェアの場合はパネル上に、又はソフト
ウェアの場合はオンスクリーンに、スライダフィーチャを提供することを含み、スライダ
が、隣り合う直交スライス間の間隔の制御を提供する。一実施例において、スライス間の
間隔の制御は、１ｍｍのデフォルト値を含む。更に、方法は、適切な手段を介して、（基
準線上の基準ポイントを通って得られる直交スライスに対応する）中心スライスの深さを
変更することを提供する。一実施例において、方法は、ハードウェアの場合はパネル上に
又はソフトウェアの場合はオンスクリーンに、中心スライスの深さを変更するためのスラ
イダフィーチャを提供することを含み、スライダが、中心スライスの深さの制御を提供す
る。一実施例において、深さに関する制御は、ボリュームの中央のデフォルト値を含む。
【００２６】
　マルチスライスビューナビゲーション
  マルチスライスビューナビゲーションのために、方法は、（例えば、マウスの左クリッ
ク又はポインティングデバイスによって）マルチスライスビュー内のスライスを選択する
ことを含み、選択に応じて、マルチスライスビューは、ソースＭＰＲビューを、現在スラ
イスにナビゲートする（移す、変える）。方法は更に、較正される場合、ＭＰＲビュー上
で測定を実施することを可能にすることを含む。測定は、（較正される場合）ＭＰＲビュ
ー上の任意の所望のユーザ測定を含むことができる。更に、方法は、（例えばマウスのダ
ブルクリック又はポインティングデバイスによって）マルチスライスビュー内の任意の位
置を選択することを含み、選択に応じて、マルチスライスビューは、フルスクリーンモー
ドで表示する。
【００２７】
　方法は更に、マルチスライスビューに、ＭＰＲビューの向きの変更に起因する変更、又
はＭＰＲビューの向きの任意の変更に応じた変更、を反映させることを含む。例えば、ソ
ースビューがＭＰＲ１であり、それが回転される場合、マルチスライスビュー内のすべて
のスライスは、それに応じて回転するべきである。
【００２８】
　方法は更に、ソースＭＰＲビューと関連するものと同様に、マルチスライスビュー内の
スライスとのユーザインタラクションを提供することを含む。例えば、ユーザインタラク
ションは、回転、パン、映写、及び個々のビュー内に含まれるクロスヘアを中心とした旋
回を含むことができる。方法は更に、任意のインタラクションの実現を可能にする前に、
ユーザが所望のスライスを選択することに続いて、マルチスライスビュー内の任意のスラ
イスとのユーザインタラクションを可能にする。これは、不所望の位置でポインティング
デバイスを不意に最初にクリックすること（すなわち最初のマウスクリック）により、基
準ポイント又はドットをうっかり回転させ又は移動させることを有利に低減する。
【００２９】
　方法は更に、基準ビューと同様に、フルスクリーンモードのマルチスライスビューの第
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１のスライスとのユーザインタラクションを可能にする。その結果、方法は、クワッドス
クリーンモードに戻ることなく、フルスクリーンのスライスの位置を変更する能力をユー
ザに与える。
【００３０】
　一般のイメージング３Ｄ定量化装置において、本開示の方法の他の実施例によれば、ユ
ーザが、マルチスライスビューにある間にスタックされた輪郭測定を選択する場合、正し
いソースビュー、深さ及び間隔が選択されるべきであり、スタックされた輪郭に現れるす
べてのスライスが、マルチスライスビューに現れる。
【００３１】
　ポインティングデバイスホイール（例えばマウスホイール）による上下のスクロールは
、例えば映写能力と関連して、スライスの深さを変更する。ユーザは、ＭＰＲビューと同
様に、映写のためにマウスホイールを操作することができ、映写機能を使用することがで
きる。映写機能は、現在選択されているスライスを同じに保ちながら、マルチスライスビ
ューのソースビュー及びすべてのスライスの移動する映写を提供する。更に、方法は、ユ
ーザ選択可能なループ再生のための能力を提供することを含む。ループ再生は、例えば、
マトリックスライブ３Ｄ、マトリックスフルボリューム、胎児ＳＴＩＣ又はマルチスライ
スビューの機械的４Ｄループの再生を含む。
【００３２】
　マルチスライスビューアノテーション
  マルチスライスビューアノテーションのために、方法は、マルチビュー表示において１
つのスライスを提供することを含み、スライスは、ＭＰＲクロスヘア表現（すなわち、ユ
ーザ基準のため）を含む。一実施例において、マルチスライス表示の左上スライスは、ク
ロスヘア表現を含む。較正されたボリュームを表示する間、方法は、少なくとも１つのス
ライス上にスケールマーカを有するマルチスライス表示を表示することを含む。好適には
、スケールマーカは、ＭＰＲクロスヘアが表示される同じスライスに表示される。更に、
方法は、目立つ色の使用により、マルチスライス内の現在アクティブなスライスを示すこ
とを含む。現在選択されているスライスがない場合、方法は、どんよりした色を使用して
、ソースＭＰＲビューのものに最も近いスライスを強調表示することを含む。方法は、ユ
ーザがソースビューを通じてスライスする（又は進む）につれて、滑らかな遷移により現
在スライスの強調表示を変更することを含む。一実施例において、滑らかな遷移は、３乃
至４のステップのオーダーを含む。例えば、滑らかな遷移は、目立つ色、どんよりした色
から始まり、どんよりした色を有する２つのスライス、どんよりした色を有する次のスラ
イス、目立つ色を有する次のスライス等を含む。
【００３３】
　更に、方法は、例えば第１のスライス及び最後のスライスのように、スライス番号によ
って、基準ビュー上の基準線にラベル付けすることを含む。従って、マルチスライスビュ
ー上の各スライスは、対応するスライス番号によってラベル付けされることができる。マ
ルチスライスにおける選択されたスライスは、ソースＭＰＲビューと同様のクロスヘアを
表示することができる。一実施例において、クロスヘアは、部分的なクロスヘアであって
もよい。
【００３４】
　一般のイメージング３Ｄ定量化装置において、ユーザが、マルチスライスビューにある
間にスタックされた輪郭測定を選択する場合、マルチスライスビュー上のスタックされた
輪郭に対応するスライスは、ユーザ描画された輪郭を含むべきである。
【００３５】
　本開示の実施例によれば、カーブしたマルチスライス表示は、カーブしたオブジェクト
の多数の長手方向スライスを迅速にレビューする能力を、システムユーザに提供する。シ
ステムユーザは、基準ビュー内の基準線上の所望の制御ポイントを選択し、必要に応じて
、基準線の曲がりを変更することによって、制御を行うことが可能である。マルチスライ
ス表示内に含まれるスライスは、基準線及び基準面に直交するスライスを含む。他の実施
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例によれば、方法は、基準ビュー内のカーブしたオブジェクトを自動的に検出し、カーブ
したオブジェクトを検出することに応じて、カーブしたオブジェクトの基準線に沿って、
カーブしたオブジェクトをスライスすることを含む。後者の実施例は、簡略化されたカー
ブしたマルチビュー表示動作を、システムユーザに提供する。
【００３６】
　別の実施例によれば、カーブしたマルチスライスレンダリング装置は、ディスプレイと
、ディスプレイに結合され、カーブしたマルチスライス投影ビューをレンダリングするた
めに、ディスプレイにデータを供給するコンピュータ／制御ユニットと、コンピュータ／
制御ユニットに結合され、コンピュータ／制御ユニットに入力を供給する入力装置とを有
し、コンピュータ／制御ユニットは、ここに述べられるように、カーブしたマルチスライ
スビューを生成する方法を実施するための命令によってプログラムされる。
【００３７】
　更に別の実施例によれば、コンピュータプログラム製品は、ここに述べられるように、
カーブしたマルチスライスビューを生成する方法を実施するための、コンピュータによっ
て実行可能な命令の組を記憶したコンピュータ読み取り可能な媒体を含む。
【００３８】
　ほんの少数の例示的な実施例だけが詳しく上述されたが、当業者であれば、多くの変形
が、本開示の実施例の新しい教示及び利点から実質的に逸脱することなく、例示の実施例
において可能であることが容易に分かるであろう。従って、すべてのこのような変形は、
以下の請求項に規定するように本開示の実施例の範囲内に含まれることが意図される。請
求項において、ミーンズプラスファンクションの節は、挙げられた機能を実施するものと
してここに記述される構造、構造的に等価なもの及び等価な構造を含むことが意図される
。
【００３９】
　更に、１又は複数の請求項の括弧内に配される任意の参照符号は、請求項を制限するも
のとして解釈されるべきでない。「有する、含む」なる語及び同様の語は、全体として請
求項又は明細書に挙げられたもの以外の構成要素又はステップの存在を除外しない。単数
で表される構成要素は、このような構成要素の複数の存在を除外せず、その逆も同様であ
る。実施例の１又は複数は、いくつかの異なる構成要素を含むハードウェアによって、及
び／又は適切にプログラムされたコンピュータによって、実現されることができる。いく
つかの手段を列挙する装置の請求項において、これらの手段のいくつかは、同じ一つのハ
ードウェアアイテムによって具体化されることができる。特定の手段が、互いに異なる従
属請求項に挙げられているという単なる事実は、これらの手段の組み合わせが有利に使用
されることができないことを示すものではない。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本開示の実施例によるカーブしたマルチスライス表示を生成する方法を実現する
システムのブロック図。
【図２】本開示の一実施例によるカーブしたマルチスライス表示の基準ビューを示す簡略
化された図。
【図３】本開示の一実施例によるカーブしたマルチスライス表示のマルチスライスビュー
を示す簡略化された図。
【図４】本開示の実施例によるカーブしたマルチスライス表示に関して用いられる基準ビ
ューと関連するユーザ選択可能なさまざまな設定を説明する簡略化された図。
【図５】本開示の実施例によるカーブしたマルチスライス表示に関して用いられる基準ビ
ューと関連するユーザ選択可能なさまざまな設定を説明する簡略化された図。
【図６】本開示の実施例により生成されるカーブしたマルチスライス表示を示す図。
【図７】本開示の他の実施例による、より詳細にフィーチャを示すために拡大された図６
のカーブしたマルチスライス表示の一部を示す図。
【図８】本開示の他の実施例による、より詳細にフィーチャを示すために拡大された図６
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のカーブしたマルチスライス表示の一部を示す図。
【図９】本開示の他の実施例による、より詳細にフィーチャを示すために拡大された図６
のカーブしたマルチスライス表示の一部を示す図。
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